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	　第２回地域公共交通活性化協議会を始めます。

　横島会長にご挨拶をお願いします。

　第１回から時間が経ちました、前回を思い出しながら進めていきたい。
公共交通の問題が、非常に大きなテーマになっている。｢公共バスをどうするか｣という施策ではなく、「市政や街づくり全体への基本的な原則」として、「この問題をどうとらえていくべきか」が『一般的な考え方』な位置づけにいることが多いようです。

Ｎ県のある街の別の委員会にかかわっているが、その委員会の大学の先生から、同様のバス交通問題でバスの苦労をしている。先生がいうバスを、「安くて」「便利で」「楽しい」交通機関にするのは、公共施策でとらえたら、こんな手品は無理です。「安くて」「便利で」「楽しい」バスが、今どきの財政事情でできる訳が無いが、しかし、委員の「知恵と工夫」が街づくりに大事だと思うと、この手品は不可能ではないと思っています。　　

「安い」について、「何人が乗るからいくら」という料金では、安いバスはできない。しかし、他のものを犠牲にしてでもこのバスは必要であるという市民の支援があれば、安いバスは可能だと思う。この安さの原因を、どこに論議を求めるかが決め手になる。　

Ｎ県では１００円にしたそうだ。そしたら沢山さん乗ってくれた。この安さの原因は何か。他で失敗しても、バスは安い事を了解しているという事が大切だ。
「便利なバス」については、沢山のテーマがありますので後日ご紹介する機械があると思います。
「楽しいバス」について、バスの色が問題ではなく、街づくり全体の中でバスを走らしたことで、太田市に色々な人が見に来てくれるバスを通じた市民共通のテーマを立てること大切だ。見られることの張り合い。太田市バスは全国で有名になることが「楽しいバス」ということかもしれない。
「安く便利で楽しい」バスは、市民の意識とこの委員会の考え方で可能です。ご協力をお願いします。
ありがとうございました。

まず、報告事項、契約についての経過報告をいたします。
資料１に基づき説明。
地域計画様が来られてますので挨拶をいただきます。

地域計画の小山田です。この度はプロポーザルで評価指名をいただきありがとうございました。市役所の近くに事務所がありますので、地域のことを良く知っているつもりです。バスやこれからの交通機関がどうあるべきかをご一緒ご指導いただきながら、進めていきたいと思いますのでよろしくお願いします。

協議事項に移ります。

議長を横島会長にお願いします。
それでは、議事の進行を進めます。

　太田市地域公共交通活性化協議会規約の変更について

資料２－１に基づき説明　

　協議会を道路運送法の地域交通会議を兼ねる場合、通常変更申請の短縮のメリットある。本協議会を地域交通会議と兼ねる規約にしたい。

資料２－２に基づき説明
構成委員はバス協会の代表の方と各事業者の労働者の代表が加われば組織可能です。

質問ありますか。ご質問が無ければ、事務局の提案を受けます。

―承認－

続いて予算（案）の説明を。

資料３に基づき説明

訂正をお願いします。日付箇所の日付をけしてください。

収支とも500万円の予算（案）を組みました。
予算（案）の説明について質問がなければ、ご承認いただきたいと思います。

―承認－

次に３番目の地域公共交通素案策定計画について説明をお願いしたい。

　資料４－１に基づき説明
　「利便性の高い公共交通ネットワークの構築」が目標です。

　資料４－２に基づき説明

　資料４－３に基づき説明

　資料４－４、資料４－５に基づき説明

切り分けて質問をいただきます。
Ｐ１３の計画目は、概念の部分ですが、質問はありますか。

問題を認識して、アンケート調査を行い、部会で議論いただいて協議します。質問がなければ、ご理解をいただいたものとします。

　次の、Ｐ１５のスケジュールの説明で特にご意見はないかと思います。

　Ｐ１５市営バスの問題点についてですが、今後の基本認識となりますので、この項目は良く協議していただきたい。

　Ｐ１７の市営の運営状況の中で、平成１７年度だけ利用者が多い数字になっておりますが、これはどんなことですか。

　平成１７年度の最終数字で、その後、路線を見直し系統数も少なくなり、右下がりの傾向になります。平成１８年度は、学童スクールバスを教育委員会へ移行したため減少した。
　平成１６、１７、１８の３年度だけで、これだけ変化があるというのはどういうことですか。そういう傾向ですか。
　この３年度だけですと、増減が評価できない。平成１７年度は合併年度ですので、急激に単純に合算したもので増数したと考えます。

　系統と路線の関係も複雑に絡まっております。部会で協議していただきたいと思います。ほかにご質問はありますか。
「アンケートの問いかけ方法」についてはどうですか。
　先ほど話した、「便利なバス」というのがあったが、人の集まるところにバスを通すだけでなく、今はバスが人を追いかけている、本来ならば、人がバスを追いかけていくのが本来。
バスの路線とダイヤだけでなく、「バスのまでの足と、バスの足とバスを降りてからの足」という区別をしましょう。この３つが繋がれば大方便利になると思う。バス以外の移動手段とつなぎ、バスはより便利になる。この考え方を太田市の実証運行のなかで、入れてはいかがかと考えます。
県の交通政策課さんが参加されています。県内の事例はどうですか。

　路線バスで太田市全体をカバーする事は不可能。同事例は県内にあります。過去にあったが全部廃止し見直した市もある。見直し方法は、鉄道を基本とし、鉄道までの足を確保する、降りてからの足を確保する、民間バスも運行しているので、これを最大限活用しリンクして行く。市運行バスが民間バスの客を奪う様なことは避けたい。奪っている例も県内にはある。鉄道と幹線バス路線を結ぶ、空白地ができる、市運営バスはこの空白地を補完する交通手段と考えます。または別の方法とすると小規模交通対応のデマンドとなる。適所適材の移動手段で結ぶのが最適な交通ネットと考える。

　太田市も合併が済み、更なる合併が始まる。地域の広域化とか旧市民と新市民との意識連携とかもこの種の公共交通が重要な役割を果たす。太田市固有の独自性を出す必要がある。県の考えも参考にしながら、太田はこれで行くという意見が出てきて成案したいと考えております。
　他にありますか。
　陸上輸送のモビリティには沢山種類がある。遅い方から考えれば歩くこと、一番早いのが新幹線で、新幹線で戻ってくれば在来線があって、私鉄、地下鉄、バスがあって自転車があって、歩行で終わる。これ全部組み合わせることが近代交通体系に問われている最大の眼目です。マルティモダルモビリィは一番良いモビリティ手段を使っていくと、太田特性とモビリティ具体論を探るのが最良で、委員会の最大に役割になる。
　民もあれば官もあり個もあり、組み合わせることが最も良いと考える。

そういう事では組み合わせ論だと考えます。車万能主義でのゲイトトゥゲイトの車単一主義は終わりつつあると思われる。この新しい発想が定着しない。
アンケートの中身も検討してください。ご意見無いですか。

　この、バス利用者のアンケート調査は、「いままで何故バスに乗らないか」を加えた方が良い。研究していただければ。

　バスのためにアンケートではなく、バスをメインとした複合交通体系のために、バスはどうあるべきか。バスがこうあるべきならば他はこうあるべきだといった感じですか。松田さんの質問だと感じますけど。このことについてはどうですか。

　現在、バスだけ論議しているが、東武が一番移動では早いが、太田まで終電で来たが、太田から自宅まで戻れないのが現実。

　それぞれの運行体系がリンクせずに運行している感じする。そういうところを聞き出すのが早いと感じます。

　松田さんのいうことを具体的にいうと、Ｐ２資料、４－４

　乗り継ぐのは東武鉄道とバスしか聞けない、そうでなく、歩いていければ歩いていくバス停で良く、歩けない距離ならば自転車で行き駐輪場のあるバス停といった乗り継ぎ論がある。バス停までの足の確保の方法として、何が良いか。歩いて行ける、自転車で行ける、車で送ってもらうとか、家族がいなければ困ってしまう。ということが出てくるとアンケート内容が分かってくる。どう結う方法でバスまで繋ぐかというアンケート項目を取り入れなければ、新しい知恵が盛込めない、現状に対する良いか悪いかだけ聴いていると、回答者は半分になってしまう。

　確かに、検討しアンケート内容を変えたい。
　連携計画の目標に繋がるような内容になるよう精査したい。

　その辺にご意見ありますか。

　収支率が一番良い新田線はバスが、６往復しか走っていない。ここには新田暁高校があるからと判断できる。利用者がいるところを探すということも大切と考えます。

　新田線は学生の利用者が多いため収支率が良い、他の乗っていない路線は非常に低い。要望や苦情が多い。朝使えない、もし乗れても帰りが無い。
残業しても帰れない。こういう中身から、夜行便も検討したいと考えたいと思う。

　新田線の暁高校があるから、下りは８時になる、太田合同庁舎の勤務されている利用者や通勤者を取り込めばさらに増加できる。利根川を渡ればバス停に駐輪場がすべてある。このことは、太田のバス停設置に非常に参考になり、バス停まで行けば通勤や通学もできるということは理解できるし、バス停環境が重要だ。バス停周辺の整備要望がある。
　徹底的に太田は公共バスをメインとし、サポートシステムが自転車というシステムを組めばまだまだ開発余地がある。自転車も武器にすれば、相当ユニーク施策ができると思います。
　バスと自転車をセッティングすることは、いろいろと面白くなる。

　行った先で自転車止めてバスに乗るのよりも、自転車をバスにのせて到着場所でバスを下ろしそこから自転車ということが考えられる。中川さんどうされますか。

　今日は、自転車で市役所に来た。

　市役所には駐輪場がありますので着た。安心して来ることが出来る。

東武太田駅に自転車で行った場合、さあ何処へ置いたら良いか考えてしまいます。そういう問題が出てきます。今きいてバス停に駐輪場があると、非常に良いと感じました。バスの利用は、高齢者がほとんどで、若い方の利用は少ないと感じる。若い人は車の利用が多い。バス停まで自転車また帰りは自転車という方法には若い人は抵抗を感じるのではないかと。若い人の意識改革をしていかないとバスの利用に繋がらないと感じる。ターゲットを中高年に置くという考え方を進めるのが良いのでは。自分で運転できなくなったとき、バスが非常に大切な交通手段になってくるのは分かっている。安心して安くて便利なバスの利用ができれば良いなと思います。
　非常に市民感覚の利用者の立場のご意見でした。しかし、市民の理解を示し過ぎると世直し運動はできませんので、交通改革はある種の市民運動です。明日のために、譲り合うとか、不便さを分かち合うとかしないと、実現しない。若者のバスへの誘導もはずさない方が良い、車でしか移動できないのは、バスの利用は強制できないと感じる。
　企業バスがあるところまで迎えに来て一挙に３０人くらい移動できれば、良いのですが、バス停に駐輪場が確保できれば、バスから先が確保できる。自転車をバスで運ぶという提案があるが、後ろのリアカーで自転車を運んで、目的地で降ろし、自転車で移動する。ヨーロッパでは、当たり前になっている。国内では、電車の中に自転車を乗せる方法がある。

　日本でも、それのバス版として考えていきたい。

自転車バス自転車で移動する。サイクル＆バスライドという言い方ですか。複合に多様性の選択ができる方法を沢山用意する。
　バス停は雨ざらし、東武鉄道には屋根がある、改修すると費用がある。バス停にはベンチもなければ屋根もない。それでよいと思えない。もちろん屋根は在った方がよい。
　主に自転車に乗る人は学生だろう。　
屋根があるのは市内に３箇所だけ。役所前と合同庁舎前と。
　３０分かかっても自転車なら、自走してしますよ。

　バスと自転車に乗せるのは、馴染ないのではないか。

　実験だからやってみても良いと思う。

　企業バスと自転車で、買い物でも自転車リアカー方式は、現実性というから判断すると、バス停に屋根の方が現実かなと考えます。

　バスプラス自転車の方式は概念ですから、毎日なのでどうかと考えます。

　いきなり、現実社会に馴染みにくい。
バスにリアカーにつける、ジョイント方式は警察で。陸運局で許可しておりますが、車両運送法による運行許可について、「陸運局は路線に対して走る許可」で、安全問題は警察になりますので、縦割り行政です。
旅客自体の利便は、自宅まで来てもらうのが一番良く、「４条路線を残してやるのか、旅客輸送に特化するのかという選択をはっきりした方が良いと考える。
今度やる、新田で随分利便性が良いと分かると、太田市内ここもやれここもやるというのでは困る。

デマンドは、太田市のように大きな町で実行すると非常に問題が発生する。４条もタクシーも残していかなくてはならないし、１人の要望を実現すると、いくら予算があっても足らなくなると感じる。「全ての交通体系を残しながら、利便性を高める」のが一番よいと考えますし、全ての人の意見を聴くと無理が生じることを心配している。

アンケート結果や皆さんの意見を聞きながら、今の交通体系を維持しながら、利便性を高める、農村部ではデマンド、中心部においては、便数を増やす。総合的に判断していき協議していきたい。

便数を減らして、運送経費を削った結果で、お金を何処まで掛けられるのか、予算を見ながら皆さんと相談していきたい。

全否定ではなく、現状をみて、判断したい。

ブラジルに「クリチバ」という地方都市があります。「クリチバ方式」が全世界で注目されている。たいしたことはやっていない、前市長は「ドーム型のバス停」を作った。バスとバス停が連結した。これが大人気になった。市民にも充分理解された。世界中から注目されたから市民意識が高まった。自分の街はバスで生きているんだという自負が生まれた。だから利用者が増えた。街の「良い循環」が出来た。一見に当たる。クリチバ方式が市民運動になった。経済まで押し上げた。
規制概念を打ち破りたい。ゼロからスタートしたい。１００円からはじめて、乗ってもらうのが良い。安いのも良い。バスの基金寄付で１路線分ができる。色々方式で太田市のバスにしたい、観光資源にしたい、単一バス交通でなく、観光資源である。

これからの分化会の議論にしたい。折角やるのだから、他から真似ることが出来ないことをしたい。県及び陸運局からの支援もユニークな発想を育てていただきたい。
資料５に基づいて説明。調査部会、研究立案部会を検討する。
アンケート、役所の問題点とか、収支とかを洗い出し、研究立案部会で現在を改良していくか、最後にはコミュニティのネットワークを構築していきたいと考える。
編成では、熱心な協議を指定していだきたいと思います。

これで、全て終わりましたが、ご意見いただきたいと考えます。

Ｐ１３の円のなかで、交通のネットワークというのはどういうことか。
バスだけではなく、鉄道、バス、全てをリンクし、乗れるバスにしていきたいと考えます。鉄道をもっと利用したよいのが良い、強戸線をみると、駅をもっと利用した方が良いと考える。駅前駐輪場にバスを誘導したほうが良い、合併後、アンケートの中に、太田市の人はどちらに向いているか行き先調査をいれたい。

バス利用者はどっちに向いているのか、何処の会社はどちら向いているのかを調べたら良いと思う。
サイクル＆バスライドで、バスに自転車を誰がのせるのか、ホームに誰が乗せるのか、やはり少し心配になる。サイクルバス、サイクル列車は誰が乗せるのか。
広がった町のなか、Ｐ１３の絵もアンケートに載せて、勉強して、アンケートをとった方がよい。事業を理解していただきたい。アンケートの中身も、パブリックコメントになる可能性がある。

今後もアンケートの中身を精査して進めたいと考えます。
上毛電鉄ではやっているが、東武では少し無理ではないかと考えている、東京方面とバスの乗り継ぎを重視していただきたい。

実際に、バスに乗っていただこうかと考えます。
良いバスにしていきたいと思いますのでよろしくお願いします。

以上で本日は終了します。


